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主体的・対話的で深い学びに変えるために
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本⽇ お話をすること

１ 商業高校のアップデート
（「ビジネス探究プログラム」の開発等）

1

３ 新たな公⽴高等学校⼊学者選抜

２ 「本質的な問い」研修



商業高校アップデート（「ビジネス探究プログラム」の開発等）

■アメリカ ビジネスハイスクール視察
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商業高校アップデート（「ビジネス探究プログラム」の開発等）



Who am I ?

Step1-1
生きるって何？

商業高校アップデート（「ビジネス探究プログラム」の開発等）
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●ライフウェーブチャート 事例

私は（ ）歳からの記憶が鮮明である。

出生
０歳

現在
15歳

広島へ
引越４歳

骨折して入院
８歳

野球を辞める
９歳

●●先生に
出会う10歳

バスケを始める
11歳

メンバー入り
12歳

野球を
始める５歳

●●と友達
になる６歳

高校
入学

５
私のウェブチャートは

10年間
みんなは？違ってＯＫ！

自分の人生を振り返る

商業高校アップデート（「ビジネス探究プログラム」の開発等）
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商業高校アップデート（「ビジネス探究プログラム」の開発等）
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広島県でバリューチェーンをつなぐ
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広島県外に流出
Ex)国内難関大学，海外等へ

広島県の産業を担う

商 業

工 業

農 業

デジタルマーケティング

周辺のシステム・機器

スマート農業

広島県でバリューチェーン
をつなぐ



授業をわくわく楽しいものに変える教職員研修＝「本質的な問い」の重要性

例えば，ブルーム分類学に基づく，深い思考を促す「本質的な問い」
を軸にしたカリキュラム・マネジメントが必須。

レ ベ ル ス キ ル

創 造 部分を組み合わせて新たなものを作り出せる。

評 価 基準を使って情報の価値や使いみちを判断できる。他者の気持ちに共感できる。

分 析 全体の中の部分を⾒つけたり，区分けしたりできる。
多角的な視点で公正に情報を扱うことができる。

応 用 知識を⼀つの状況から別の状況に移すことができる。

理 解 内容を解釈したり，言い換えしたり，説明したり，推し測ったりする。

記 憶 情報を記憶する，情報を思い出す。

■ブルーム分類学に基づく思考レベルとスキル
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・教員の役割は「ティーチャー」から「ファシリテーター」に。
・広島県では“統合的”な研修を実施。今後５年間で全教員の受講を目指す。

■研修ゴール
プロジェクト型アプローチを通じた「総合的な学習/探究の時間」の設計⼿法の理解
■研修コンセプト
受講者⼀人⼀人にクラウドサービス（G Suite）のアカウントを付与し，受講者同士で「主体的・対話的

で深い学び」をオンライン上で実現
これからの学びの在り方を体感的に，受講者が自ら他者に伝達できるようになる
■研修期間
３⽇間
■主な内容
（１⽇目）これからの学びの在り方，資質・能⼒を育成する授業デザイン
（２⽇目）発問と評価，PBLの視点を取り⼊れた単元計画の作成
（３⽇目）PBLの視点を取り⼊れた単元計画の作成・検討，

ICTの効果的な活用

学習評価研修

ＩＣＴ活用研修

●●研修

これまでの研修 統合的な研修 ＜本質的な問い＋カリキュラムマネジメント＋ルーブリック評価＋ＩＣＴ＞

カリキュラム
・マネジメント研修

●●研修

等々…

「本質的な問い」研修
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新たな公⽴高等学校⼊学者選抜制度
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【現⾏】 【改訂案】

欠席欄の廃止

所⾒欄の廃止
→「自己表現」実施
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最新情報はこちらをチェック

新たな公⽴高等学校⼊学者選抜制度

11広島県 ⼊学者選抜制度 検索



新たな公⽴高等学校⼊学者選抜制度
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■パブリックコメントの実施

児童生徒 保護者 教 員 教育関係職員 その他 記入なし 計

人数 175名 185名 210名 46名 116名 23名 755名
件数 325件 386件 458件 109件 208件 59件 1,545件

実施期間 令和元年９⽉１８⽇〜１０⽉１７⽇
意⾒合計 ７５５名 １，５４５件

多く寄せられた意⾒

○ 自己ＰＲ書の作成・提出に関すること（294件）
○ ⼊学者選抜制度の改善の実施時期に関すること（221件）
○ 全員面接の実施に関すること（161件）
○ 調査書の評定の対象学年に関すること（160件）
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新たな公⽴高等学校⼊学者選抜制度



■実施時期に関する中学⽣の意⾒
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新たな公⽴高等学校⼊学者選抜制度

中学１年の時から必死に勉強してきたのに，それが評価され
なくなることがショックです。
内申点にビクビクしながら，色々なものを犠牲にしてきたのに，
今さら悲しいです。

私は，中学１年からの内申点が，受験に⼤きく左右すると聞
いていたので，遊ぶことも我慢して頑張ってきました。
改革されることが分かっていたら，もっとクラブや趣味などにも
目を向けて，違った意味での充実した中学１年⽣を過ごせたは
ずなのに，本当にひどすぎます。



新たな公⽴高等学校⼊学者選抜制度

■新しい⼊学者選抜制度のポイント
１.主体的に志望校を選択

全ての高等学校の教育目標や実施内容等を事前公表
２.調査書

「志望校」「氏名」「性別」「学習の記録（評定）」の４点に簡素化
※（ 「学習の記録（評定）」 の⽐重）１年︓２年︓3年＝１︓１︓３

３.⼊学者選抜に係る期間を短縮
「選抜(Ⅰ)(Ⅱ)(Ⅲ)」 → 「⼀次・二次選抜」

４.受検⽣全員に「自己表現」を実施
５.「学⼒検査」︓「調査書」︓「自己表現」の⽐重＝６︓２︓２ 15


